
盆
踊
り
大
会
近
づ
く

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

お
店
も
た
く
さ
ん
出
ま
す
！

盆
踊
り
大
会

７
月
30
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら

７
月
31
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら

盆
踊
り
練
習
日

７
月
４
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

７
月
16
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら

７
月
22
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら

上
志
津
原
地
区
の
自
主
防
犯
組
織
化

を
考
え
る
集
い

開
催
さ
れ
る

員
会
の
取
り
組
み
「
ア
イ
ア
イ
情
報
」
や
、
学

校
で
の
児
童
へ
の
防
犯
指
導
に
つ
い
て
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
杉
本
校
長
は
自
主
防
犯

組
織
化
に
つ
い
て
「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
で
き
る
と
き
に
、

で
き
る
方
法
で
や
る
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

池
田
氏
か
ら
は
「
ま
ず
自
主
防
犯
組
織
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
。
し
か
し
線
香
花
火
で
は
困

る
の
で
、
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
力
強
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

（１）                 上 志 津 原 た よ り              第３５９号

第
３
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
）

 
 

６
月
５
日
午
後
７
時
、
欠
席
１
名

 
 
 
 

陪
席
者
＝
子
供
会
・
坂
本

１
、
連
絡
事
項

・
子
供
会
＝
防
犯
会
議
に
出
席
し
た
。
子
供

会
と
し
て
も
話
し
合
い
、
保
護
者
に
呼
び

掛
け
る
な
ど
の
活
動
を
進
め
た
い
。

２
、
町
会
長
挨
拶

３
、
審
議
事
項

①

防
犯
組
織
化
に
つ
い
て

・
５
月
23
日
の
考
え
る
会
は
36
名
の
参

加
が
あ
り
、
有
意
義
だ
っ
た
。
問
題
意

識
を
町
民
全
員
が
共
有
で
き
る
よ
う
に

努
め
、
組
織
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

②

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
終
え
て

・
皆
様
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
大
盛
況
で
無
事
終
り
ま
し
た
。

・
来
年
度
に
申
し
送
る
た
め
、
運
営
上
気
が

つ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
出
し
合

っ
た
。
例
え
ば
受
付
と
チ
ー
ム
作
り
は
別

に
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
、
な
ど
。

③

盆
踊
り
大
会
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

・
案
内
状
の
手
配
な
ど
。

・
太
鼓
の
練
習
日
は
、
６
月
25
日
（
金
）、

７
月
９
日
（
金
）、
７
月
20
日
（
火
）。

・
や
ぐ
ら
の
設
営
は
７
月
25
日
（
日
）。

④

明
日
の
幹
線
道
路
の
清
掃
に
つ
い
て

・
環
境
衛
生
部
か
ら
、
ゴ
ミ
袋
の
配
備
な
ど
、

明
日
の
作
業
の
準
備
の
話
が
あ
っ
た
。

・
市
民
広
域
活
動
保
険
に
全
町
会
員
が
加
入

し
て
い
る
が
、
事
故
、
怪
我
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

４
、
そ
の
他

・
鈴
木
副
会
長
か
ら
、
６
月
30
日
に
中
央
公
民

館
で
行
な
わ
れ
た
防
犯
研
修
会
の
報
告
が
あ

っ
た
。
今
年
は
特
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
多
い

こ
と
、
市
内
で
は
西
の
地
区
が
犯
罪
の
対
象

に
な
っ
て
空
き
巣
な
ど
の
被
害
が
増
え
て
い

る
の
で
、
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
、
な
ど
。

・
殺
虫
剤
配
布
の
要
望
が
あ
っ
た
が
。
↓
市
の

配
布
事
業
は
何
年
か
前
に
廃
止
さ
れ
て
い
る

の
で
、
個
別
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
第
２
回
班
長
会
議
議
事
録
は
次
頁
で
す
。）

上志津原
たより

第３５９号

安全、安心、防犯の町を目指して

平成22年６月30日発行

先
ず
藤
谷
町
会
総
務
が
「
ま

ち
づ
く
り
の
地
域
の
交
流
を
通

じ
て
間
接
的
に
防
犯
を
促
し
て

き
た
が
、
咋
今
、
不
審
者
の
出

没
な
ど
地
域
の
安
全
を
脅
か
さ

れ
る
事
案
が
顕
在
化
し
た
」
と

会
議
開
催
に
至
る
経
過
を
説

明
、
続
い
て
こ
の
件
で
ア
ド
バ

イ
サ
ー
を
お
願
い
し
て
い
る
警

視
庁
Ｏ
Ｂ
の
池
田
勝
巳
氏
（
八

紘
苑
下
）
に
防
犯
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
南
志
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
濱
道
ゆ
か
り
さ
ん
か

ら
実
情
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
委
員
長
の
中
山
亜
茂

氏
か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
、
そ
の
後

出
席
者
全
員
が
発
言
、
地
域
の
安

全
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き

る
か
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

協
力
で
き
る
事
と
し
て
は
、「
自
転
車
に
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
札
を
貼
る
」
な
ど
、
多
数
の

防
犯
ア
イ
デ
ィ
ア
が
語
ら
れ
た
ほ
か
、「
登
下
校

時
に
子
供
た
ち
と
会
話
を
交
わ
す
こ
と
が
大

切
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

具
体
的
に
「
ミ
ラ
ー
が
あ
っ
て
も
子
ど
も
た

ち
に
は
見
に
く
い
」「
垣
根
で
見
通
し
が
悪
く
、

車
が
確
認
し
に
く
く
危
険
」
な
ど
、
通
学
路
上

の
危
険
個
所
の
報
告
も
あ
り
、
さ
っ
そ
く
対
処

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
南
志
津
小
学
校
校
長
の
杉
本 

 
 
 

勉
氏
か
ら
、
不
審
者
情
報
に
つ
い
て
の
教
育
委

発行 上志津原町会
発行責任者 町会長 大内 茂

こ
ど
も
み
こ
し
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

盆
踊
り
大
会
の
２
日
目
、
７
月
31
日
（
土
）

の
昼
間
に
こ
ど
も
み
こ
し
を
し
ま
す
。
み
ん

な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
回
覧
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
写
真
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

上
志
津
原
町
会
は
５
月
23
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
「
上
志
津
原
地
区
の

自
主
防
犯
組
織
化
を
考
え
る
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
回
覧
に
よ
る

周
知
で
36
名
の
方
が
参
加
し
、
組
織
化
の
必
要
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。

花壇がますますきれいに まちづくり委員

会ＣｏＣｏくらぶふれあいどおり部会（部会長・松田

肇）ではこの春先、精力的に花壇の植え替え作業を行

なっています。上の写真は幸野団地入口の花壇。

議事録を公開 文書係高松さん記録、藤
谷さんまとめの議事録を回覧しました。な
お、ホームページ・町会のページＮｏ５９の
中でも公開しています。ご覧ください。

町
会
で
は
会
議
の
模
様
を
班
長
会
で
報
告
、
会
議

録
を
回
覧
し
た
ほ
か
、「
不
審
者
出
没
！
」
な
ど
の

ス
テ
ッ
カ
ー
の
張
り
出
し
、
有
志
に
よ
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
補
強
な
ど
、
差
し
あ
た
り
出
来
る
こ
と
か

ら
防
犯
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
次
な
る
課
題
と

し
て
自
主
防
犯
組
織
の
結
成
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
の
開
始
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
な
る
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
26
日
に
は
第
２
回
目
の
「
集
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
次
号
で
続
報
し
ま
す
。

次
は
自
主
防
犯
組
織
の
結
成
へ

▲池田アドバイザー▲杉本校長



く
り
委
員
会
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
踊
り
部

会(

部
会
長
・
久
本)

へ
委
託
し
ま
す
。

・
練
習
日
日
程
（
前
頁
上
段
の
と
お
り
）

・
前
年
度
ご
祝
儀
を
頂
い
た
方
の
班
確
認

と
お
名
前
を
印
刷
す
る
こ
と
の
了
承
。

・
上
志
津
原
の
新
し
い
浴
衣
を
制
作
し

ま
す
。（
６
月
初
旬
購
入
申
込
回
覧
）

※
今
ま
で
の
浴
衣
も
使
え
ま
す
。

③

自
主
防
犯
の
組
織
化
に
つ
い
て

・
４
月
29
日(

木)

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

・
５
月
23
日(

日)

、
全
体
会
議
を
行
な

う
。
参
加
者
名
簿
回
覧
依
頼
。

４
、
そ
の
他

・
介
護
や
障
害
な
ど
の
事
情
で
町
会
へ

の
協
力
が
難
し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
規

定
を
作
っ
て
は
と
の
意
見
が
あ
り
、

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

抱
え
て
い
る
状
況
が
違
い
ま
す
の
で

各
班
で
よ
く
話
し
合
い
、
最
善
の
策

を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 

■
記
録

文
書
係

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
高
松
）

盛
大
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
行
わ
れ
る

 
 
 

上
志
津
原
町
会
は
５
月
１６
日
、
原
グ
ラ
ン
ド
で
、
平
成
２２
年
度

町
会
初
の
行
事
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
快
晴
に

恵
ま
れ
、
７６
名
の
方
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

４
～
５
名
単
位
で
、
８
コ
ー
ス
南
北
の
計
16
コ
ー
ス
を
回
る
も
の

で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
皆
が
上
手
に
プ
レ
ー
を
し
て
、「
あ
あ
入

っ
た
ー
」「
う
ま
い
、
う
ま
い
」「
ま
た
出
ち
ゃ
っ
た
ー
」
な
ど
、
各

グ
ル
ー
プ
の
輪
に
は
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

第３５９号              上 志 津 原 た よ り                  （２）

お
礼
の
言
葉

当
日
は
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
最
適
な
五
月
晴
れ

と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
も
多
数
と
な
り
、
ゴ
ル
フ
セ
ッ

ト
も
足
り
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
の
開
始
前
で
し
た

が
、
そ
の
心
配
も
な
ん
と
か
ク
リ
ア
し
て

プ
レ
ー
開
始
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る

度
に
歓
声
と
拍
手
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
班
長
さ
ん
、

全
員
の
方
々
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
笑
顔
、
笑
顔
の

終
了
は
な
か
っ
た
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

私
自
身
も
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
笑
顔

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
有
意
義
な
一
日
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
新
年
会
担
当
部
長

 
 
 

小
谷
野
ヨ
ネ
子

■成績

【男子の部】

１位 畠山  勲

２位 桑原 秀成

３位 富樫 幸徳

４位 迫   惇

５位 新舘 庄也

５位 伊藤 弘夫

【女子の部】

１位 桑原 春海

２位 鈴木 敏子

３位 畠山キヨ子

４位 内野エヅカ

５位 小出よし子

【ホールインワン賞】

久野 益美

【ホールインワン】

畠山 勲 畠山キヨ子

富樫幸徳 小出よし子

第
２
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
）

 
 
 

５
月
８
日
午
後
７
時
、
欠
席
１
名

 
 
 
 
 

陪
席
者
＝
自
治
会
館
・
萩
庭
、

子
供
会
・
坂
本

１
、
連
絡
事
項

・
子
供
会
＝
廃
品
回
収
回
覧
依
頼
ほ
か
。

２
、
町
会
長
挨
拶

（
環
境
衛
生
部
）

３
、
審
議
事
項

①

ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
施
準
備

・
役
割
分
担
や
コ
ー
ス
づ
く
り
、
進
行
に

つ
い
て
打
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。（
略
）

※
同
じ
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
何
回
出

し
て
も
賞
品
は
ひ
と
つ
だ
け
。
１
位
か

ら
５
位
に
入
賞
し
た
方
に
は
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
は
出
な
い
こ
と
申
し
合
せ
。

②

盆
踊
り
大
会
実
施
準
備

・
盆
踊
り
練
習
の
指
導
・
運
営
は
ま
ち
づ

町
会
長
の
動
静

【
４
月
】
３
日
、

第
１
回
班
長
会
議
。
４
日
、

平
成
21
年
度
上
志
津
原
町
会
総
会
。
６
日
、
南

志
津
小
学
校
入
学
式
。
７
日
、
上
志
津
中
学
校

入
学
式
。
通
夜
。
10
日
、
わ
か
ば
幼
稚
園
入
園

式
。
17
日
、
上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
。

18
日
、
双
葉
会
総
会
。
24
日
、
平
成
22
年
度

地
区
代
表
会
議
。
29
日
、
上
志
津
原
の
自
主
防

犯
検
討
会
。
30
日
、
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。

【
５
月
】
８
日
、
第
２
回
班
長
会
議
。
14
日
、

通
夜
。
16
日
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
12
地
区
連

合
協
議
会
会
議
（
市
役
所
）。
22
日
、
社
協
原

ブ
ロ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
。
23
日
、
自
主
防

犯
組
織
化
を
考
え
る
集
い
。
24
日
、
広
報
会
議
。

28
日
、
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。
30
日
、
平

成
22
年
度
防
犯
研
修
会
。
通
夜
。

（
文
書
係
作
成
の
班
長
会
議
議
事
録
よ
り
）

さわやかな初夏

▲ねらいを定めて   ▼入った！

▲ 優勝した畠山さんと桑原さん ▲

▼私のスコアは？ ▼ 受付です

幹
線
道
路
の
一
斉
清
掃

６
月
８
日
、
上
志
津
原
町
会
は
町
会
員

総
出
で
、
幹
線
道
路
の
清
掃
を
行
な
い
ま

し
た
。
お
蔭
様
で
町
は
す
っ
か
り
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
環
境
衛
生
部
が
担
当
、
上

志
津
原
子
供
会
の

児
童
や
上
志
津
中

学
校
の
生
徒
さ
ん

も
参
加
し
ま
し
た
。

幹
線
道
路
清
掃

の
あ
と
班
長
と
会

館
委
員
は
、
は
ら

ト
ピ
ア
の
大
掃
除

を
し
ま
し
た
。



「
百
歳
を
め
ざ
し
て
、
は
つ
ら
つ
と

元
気
い
っ
ぱ
い
歩
き
ま
し
ょ
う
」
を
テ

ー
マ
に
第
一
回
は
、
佐
倉
地
域
の
歴
史

や
自
然
を
訪
ね
て
歩
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

今
年
、
城
下
町
四
百
年
の
歴
史
事
業

を
市
で
は
じ
め
ま
し
た
の
で
佐
倉
城

址
公
園
と
武
家
屋
敷
を
訪
ね
ま
し
た
。

３
月
31
日
は
京
成
佐
倉
駅
か
ら
城

址
公
園
ま
で
歩
き
、
城
址
公
園
内
を
見

学
し
た
り
、
観
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

佐
倉
市
に
永
住
し
な
が
ら
は
じ
め

て
体
験
し
た
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
５
月
12
日
も
京
成
佐
倉

駅
か
ら
旧
佐
倉
順
天
堂
ま
で
バ
ス
で

上
志
津
原
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ
ク

蝶
・
宮
坂
妙
美
）
は
５
月
22
日
、
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
図
を
頼
り
に
八
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
探
し
て
歩
く
と
い
う
も
の
で
40
名

健
康
第
一
、
あ
る
く
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ

双
葉
会
に
「
あ
る
こ
う
か
い
」
を
発
足

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

双
葉
会
会
長

田
上
正
敏

行
き
、
旧
佐
倉
順
天
堂
と
、
佐
倉
厚
生

園
（
旧
堀
田
邸
、
庭
園
）、
生
活
資
料

館
、
甚
大
寺
な
ど
を
拝
観
、
見
学
し
ま

し
た
。

自
分
の
能
力
に
合
わ
せ
、
途
中
タ
ク

シ
ー
を
使
う
人
も
い
ま
し
た
が
、
佐
倉

の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と

喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

第
三
回
目
は
指
向
を
変
え
、
自
然
を

楽
し
む
た
め
６
月
17
日
、飯
野
町
の
野

鳥
の
森
、
旧
増
田
家
農
家
住
宅
と
佐
倉

草
笛
の
丘
を
、
こ
れ
ま
た
自
分
の
力
に

合
わ
せ
歩
き
ま
し
た
。

い
つ
も
参
加
者
は
18
～
19
名
で
、

元
気
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
い
ま
す
。

町
会
の
方
も
ご
参
加
下
さ
い
。

ポイントにはクイズが。水

田前の第５ポイントの問題

は「耳を済ませてみてくだ

さい。あなたが聴いた生き

物の声はなんでしょう？」

通
事
故
、
不
審
者
遭
遇
、
通
学

路
の
危
険
箇
所
等
、
数
多
く
の

危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
危
険
は
大
人
が
見
守
る
事

で
防
ぐ
事
が
出
来
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
！

と
い
う
義
務
で
は
な
く
、
今
日

は
い
い
天
気
だ
か
ら
、
体
調
が

い
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
会

い
に
行
こ
う
と
い
う
気
軽
な
気

持
ち
で
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動

を
始
め
て
お
り
ま
す
。

「
伝
え
よ
う
！
あ
い
さ
つ
の

力
を

育
て
よ
う
！
素
直
で
た

く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
に
」
―

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
信
頼

関
係
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
み
な
様
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（３）                上 志 津 原 た よ り                第３５９号

南
志
津
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
濱
道
さ
ん
就
任

平
成
22
年
度
南
志
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
上
志
津
原
在
住
の
濱
道
ゆ
か
り
さ
ん

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。濱
道
さ
ん
は
三
女
の

母
で
、
平
成
17
年
度
の
上
志
津
原
子
供
会

会
長
、
平
成
18
年
度
の
町
会
役
員
、
19
年

度
の
上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
①

グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会

さわやかな初夏の空気を胸一杯に吸って

社協のウオークラリー 楽しく行われる

が
参
加
、
ふ
れ
あ
い
通
り
の
ほ
か
田
や
畑
、
林
な

ど
初
夏
の
原
の
野
を
歩
き
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
後
は

児
童
公
園
で
福
祉
委
員
が
作
っ
た
焼
き
そ
ば
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
の
ほ
か
、タ
イ
ム
を
計
っ
て
主
催
者
の

隠
し
タ
イ
ム
で
賞
を
決
め
る
な
ど
、楽
し
い
仕
掛

け
が
あ
っ
て
楽
し
め
ま
し
た
。

ご
挨
拶

わ
が
家
の
娘
た
ち
が
南
志
津

小
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
り
、

今
年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。
こ

の
間
に
た
く
さ
ん
の
先
生
方
や

保
護
者
の
方
と
知
り
合
い
、
お

お
く
の
経
験
か
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
上
志
津
原
で
は
子
供
会

会
長
や
町
会
役
員
を
経
験
し
、
地

域
の
方
と
確
か
な
連
携
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

い
う
大
役
を
受
け
ら
れ
た
の
は

そ
の
お
か
げ
で
す
。

児
童
数
の
増
加
や
新
学
習
指

導
要
項
に
よ
り
変
わ
っ
て
い
く

南
志
津
小
学
校
に
と
ま
ど
い
を

感
じ
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
事
を

思
い
ま
す
。
そ
の
気
持
を
行
動

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
思
い
の
ひ
と
つ
に
、
上

志
津
原
の
子
ど
も
た
ち
を
上
志

津
原
の
人
た
ち
で
守
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

約
３
キ
ロ
の
通
学
路
に
は
交

町
会
の
み
な
さ
ん
に
は
日
頃
よ

り
当
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
戴
き
、改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
当
委
員
会
は
上

志
津
原
グ
ラ
ン
ド
の
運
営
を
通
じ

て
子
供
達
の
健
全
育
成
、地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、運
動
会
等
の
町
会
活

動
の
支
援
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

運
営
委
員
は
大
久
保
会
長
の
も

と
各
野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
七

名
で
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
分
担
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
活
動
費
用
は
野
球
チ

ー
ム
三
団
体
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、

双
葉
会
、博
愛
会
か
ら
の
利
用
料
と

佐
倉
市
、上
志
津
原
町
会
か
ら
の
補

助
金
及
び
ス
ポ
ッ
ト
利
用
料
で
賄

っ
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
の
活
動
内
容
は
毎
年

定
期
総
会
で
結
果
報
告
と
新
年
度

の
活
動
計
画
を
ご
報
告
し
て
お
り

ま
す
が
昨
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

町
会
か
ら
費
用
支
援
を
戴
き
、老
朽

化
に
よ
り
腐
食
が
進
行
し
危
険
に

な
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト
用
ポ
ー
ル
を

野
球
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
及
び
支
援

者
で
更
新
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今

の
季
節
は
勢
い
よ
く
伸
び
る

雑
草
の
草
刈
が
大
変
で
す
。

毎
週
末
は
子
供
達
の
元
気
な
声

が
響
い
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
運
動
会
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気
で
明

る
い
町
会
つ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
が

出
来
れ
ば
と
の
思
い
で
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
丸
田
）

【
委
員
】

会
長

大
久
保
峯
夫
、副
会
長

丸

田

衛
、
西
田
明
彦
、
理
事

廣
川

照
彦
、
吉
田

勇
、
武
田
竜
二
、

会
計

小
林
崇
男

写真はネッ

トの補修



お
知
ら
せ

転

入

南
地
区

５

組

小

林

拓

さ
ん

５
月

平
成
22
年
度

町
会
担
当
者
紹
介

➁

よ
う
こ
そ
！

敬
老
会
は
９
月
26
日
（
日
）
は
ら
ト
ピ
ア
で
行
な
い
ま
す
。
対
象
の
方
（
75
歳
以
上
）
に
は
８
月
下
旬
、
案
内
状
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

原
ブ
ロ
ッ
ク

編
集
後
記

上
志
津
原
に
、
移
り
住
み
、
早
数
十
年
。

他
の
土
地
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
知
人
が

い
て
、
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
が
一
番
と
思
い
、

２
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
所
へ
、
引
っ
越
し
ま

し
た
。

四
月
始
め
、
今
年
の
お
盆
は
、
新
し
い
浴

衣
は
ど
う
か
と
言
う
こ
と
で
、
始
め
か
ら
係

わ
り
、
や
っ
と
発
注
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

７
月
20
日
頃
に
は
届
き
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。踊

る
阿
呆
に

見
る
阿
呆

 
 

同
じ
阿
呆
な
ら

踊
ら
に
ゃ

損
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
内
田
）

■
今
号
掲
載
の
写
真

本
名
真
弓

 
 
 
 
 
 

松
田

肇

ほ
か

■
編
集

町
会
広
報
部
■
印
刷

花
島
印
刷

第３５９号             上 志 津 原 た よ り                   （４）

■
街
の
話
題

５月の空に鯉のぼり泳ぐ

子
の
ご
夫
婦
は
足
を
止
め
て

「
こ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
元
気

を
も
ら
い
ま
す
」
と
目
を
細
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

犬
の
散
歩
で
通
り
掛
っ
た
方

は
「
息
子
が
41
歳
で
す
か
ら

40
年
ぶ
り
に
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。」「
お
宅
の
分
は
ど

れ
で
す
か
？
」「
あ
あ
、
あ
の
ふ

た
つ
が
う
ち
の
分
で
す
」
と
掲

揚
を
喜
ん
で
く
だ
さ
ま
し
た
。

上
志
津
原
十
字
路
の
赤
信
号

で
停
車
し
た
車
か
ら
も
「
あ
れ
、

す
ご
い
！
」
な
ど
と
感
嘆
の
声

が
上
が
り
、
ま
た
、
散
歩
で
訪

れ
た
中
志
津
の
ご
夫
婦
も
「
い

い
で
す
ね
え
。
う
ち
の
ほ
う
で

も
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ホームページ「ようこそ上志津原へ」

町会のページ
最新の番組ラインアップ

№６０（２０１０、６，９ＵＰ）

１、春の「幹線道路一斉清掃」

２、浄水場見学会 志津浄水場で開催

３、森の茶屋オープン

№５９（２０１０、５，２４ＵＰ）
１、「上志津原地区の自主防犯組織化を
考える集い」開催

２、第２回「ウオークラリー」開催
№５８（２０１０、５，１６ＵＰ）
１、町会行事「スポーツ大会」
№５７（２０１０、５、３ＵＰ）
１、児童公園に「鯉のぼり」
２、子ども会「新入生歓迎会」
№５６（２０１０、４、１３ＵＰ）
１、井野長割の会、上志津原を探訪
２、今年度初の森の茶屋オープン
№５５（２０１０、４、３ＵＰ）
１、上志津原町会定期総会開催
２、イベント部会が桜のライトアップ
３、イベント部会、桜祭り開催

「ようこそ上志津原へ」で検索してください。

こ
の
企
画
は
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
の
イ
ベ

ン
ト
部
会
（
部
会
長
・
萩
庭
一

彦
）
に
よ
る
も
の
で
、
４
月
18

日
の
双
葉
会
や
博
愛
会
で
萩
庭

さ
ん
や
伊
藤
弘
夫
さ
ん
が
、「
お

う
ち
に
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
」
と
呼
び
掛

け
た
と
こ
ろ
、「
あ
あ
、
う
ち
に

あ
る
よ
」「
う
ち
に
も
し
ま
い
っ

ぱ
な
し
の
が
あ
る
は
ず
」
な
ど

と
、
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
が

お
蔵
か
ら
表
れ
て
上
志
津
原
の

５
月
の
空
を
泳
ぎ
ま
し
た
。

散
歩
で
通
り
か
か
っ
た
車
椅

鯉のぼりの取り付け作
業をする言い出しっぺ
の伊藤弘夫さん。

盆
踊
り
係

部
長

三
瓶
（
十
組
）

高
木
（
一
組
）

泉

（
南
原
一
）

田
原
（
玉
木
二
班
）

澤
田
（
さ
く
ら
台
）

塩
崎
（
栗
林
ニ
班
）

七
月
、
い
よ
い

よ
楽
し
い
盆
踊
り

大
会
で
す
。
準
備

は
万
全
、
皆
様
の

お
い
で
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
最
高
の
夏
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

運
動
会
係

部
長

佐
藤
（
南
原
二
班
）

仲
川
（
栗
林
一
班
）

仲
村
（
九
組
）

宮
澤
（
吉
野
二
班
）

船
木
（
玉
木
一
班
）

黒
田
（
新
栄
台
）

今
年
度
の
運
動

会
係
り
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

大
き
な
イ
べ
ン
ト
で
す
の
で
、
皆
様
に
ご

協
力
を
仰
ぐ
こ
と
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、

例
年
同
様
に
「
安
全
で
楽
し
い
」
運
動
会
係

り
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
書
係 

 
 

高
松
（
吉
野
一
班
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
野
一
班
の
高
松

で
す
。
ご
指
導
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

総

務

 
 

藤
谷
（
二
組
西
班
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
組
西
班
の
藤
谷

で
す
。
町
会
の
皆
様

の
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

森の茶屋で相撲甚句
６月 12 日、はらトピアで開かれた社会福

祉協議会原ブロックの森の茶屋で、相撲甚句

が演じられました。楽しい語らいの本格芸

で、茶屋に集まった人々を魅了しました。

出演してくださったのは全日本相撲甚句

協会に所属している佐倉相撲甚句会のみな

さんで、みなさん西志津の方です。

ほとんどの方が相撲甚句を聞くの

は始めてとのことでした。

会長の蜂谷

正次さん

５月のゴールデンウイーク期間中、上
志津原の児童公園にはたくさんの鯉の
ぼりが泳ぎ、終日、子ども連れのご家庭
が訪れ、賑わいました。

志
津
浄
水
場
が
見
学
会

水
道
週
間
の
６
月
５
日
、
志
津
浄
水
場

で
佐
倉
市
水
道
部
主
催
の
浄
水
場
見
学
会

が
行
わ
れ
、
市
内
各
地
か
ら
大
勢
の
市
民

が
訪
れ
ま
し
た
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
よ
う

こ
そ
上
志
津
原
へ
」
よ
り
）

市内には志津、上座、南部の３浄水
場があります。志津浄水場でつくら
れた水は主として志津南部地区と
千代田地区に給水されています。

上志津原の情報を

インターネットで知る時代で

この写真は上志津原のホームページから


